
外科治療を行った先天性門脈体循環シャント
の症例について
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　門脈体循環シャント(Portosystemic shunt：PSS)は、門脈系と体

循環系の間に生じた異常な側副血管による連絡である。近年、診断技

術の向上により、先天性PSSが疑われる機会は非常に多くなってお

り、様々な施設で数多くの診断、治療が行われている。今回、2009年1

月から2011年12月までに当センターに来院し、先天性PSSと診断

し、外科手術を実施した33例について調査した。
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動物種

性 別

年 齢

犬33例…トイ・プードル（7例）、ヨークシャー・テリア（6例）、

　　　　 パピヨン（4例）、シーズー（3例）、チワワ（3例）など

オス（10例）、去勢オス（5例）、メス（15例）、避妊メス（3例）。

6ヶ月未満（4例）、6～12ヶ月（9例）、1歳（6例）、2歳（7例）、3歳

（4例）、4歳（2例）、5歳（1例）。

症例

　手術成績については、手術方法、年齢、血管走行パターンが予後因子と

考えられた。

１）手術方法と予後

　1回の完全結紮で手術を終了した症例数は23例で治癒率は91％で

あった。一方、段階結紮を行った症例数は10例で、段階結紮による改善

＆治癒率は100％であったものの完治した治癒率は30％と成績は悪い

傾向にあった。これは、結紮後に門脈高血圧となり段階結紮が必要であ

るにもかかわらず、まだ2回目を実施していない症例が含まれている（完

治見込み）ため、または、肝臓が段階結紮を行っても発育せず治療不能

な先天疾患（原発性門脈低形成）を合併しているためと考えられた。

2）年齢と予後

　2歳未満の改善＆治癒率は100％（19頭中19頭）、2歳以上の改善＆

治癒率は85％（14頭中12頭）であった。2歳未満では、術後門脈高血圧

に注意が必要なため部分結紮を行った症例が10頭と多く、これは、若齢

犬のPSSは肝内門脈枝の発達も悪いためと考えられる。また、今回死亡

した2例はいずれも2歳以上であった。2歳以上の症例は肝内門脈枝が

比較的発達しているが、術後発作症候群等の致死的な合併症を起こしや

すい可能性が考えられた。

3）血管走行タイプと予後

　今回、シャント血管の走行パターンのうち、最も多かったのが左胃静

脈－横隔静脈であり、その予後成績は、治癒率100％と高い成績を示し

た。これは初回手術時の完全結紮が可能であったことが要因と考えられ

た。一方、後大動脈が関与しているシャントの場合、改善/治癒率は85％

（14頭中12頭）であったものの、死亡が2頭(14％)、治癒率が57％（14

頭中8頭）と完治した割合が少ない傾向となった。これは、門脈高血圧に

より2回目3回目と段階結紮手術が必要であったことが要因と考えら

れ、このシャント血管走行の場合、死亡のリスク、肝臓機能が十分回復し

ない（原発性門脈低形成）のリスクと同時に、2回目の手術の必要性につ

いて、インフォームドコンセントを通じて飼主に示す必要があると考え

られた。

　全体的な成績としては、今回、当センターにて治療した33例のうち、良

好な予後が得られたのは24例（治癒率73％)、現在経過観察中であるが、

臨床症状が改善されているのが7例（治癒および改善をあわせると

94％）であった。術後合併症については、死亡が2例（術後発作症候群、

術後突然死）、重大な合併症が1例（術後腹腔内出血）に認められた。術

後発作症候群は、術後3日目に発症し、最終的に安楽死となった。術後

突然死は術後24時間以内に発生したが、原因は不明であった。術後腹

腔内出血は、再手術により止血し改善が得られた。

成績およびまとめ

診断

2012年 JARMeCでのセミナーの開催

セミナーの詳細はJARMeCのホームページでご確認いただき、お申し込みください。
各地域のセミナーへの講師派遣も受けたまわります。お問い合わせください。

●腫瘍科セミナー（廉澤 剛） 無料　21：00～　＠JARMeC

●放射線科カンファレンス（夏堀雅宏） 無料　20：00～　＠JARMeC

● JARMeC談話会　無料　20：00～　＠JARMeC

● JARMeC眼科談話会　参加費1回3000円　20：00～　＠渋谷
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◆
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腹部超音波検査①
これからのＸ線検査のスタンダード
胸部画像診断（Ｘ線、CT、エコー）①
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●海外講師講演（2012年2月3日） 無料
　 ◆「外科手術後の栄養管理」
      （Dr. Angela Lusby、テネシー大学DVM PhD）
      アメリカペットフード協会共催＠JARMeC

●けやき臨床研究会・外科研修会　参加費１回１万円
　手術のDVDを見ながら解説します。
　 ◆第4回　膝蓋骨脱臼整復術（2012年2月5日）＠JARMeC

●農林水産省事業獣医療体制セミナー（2012年2月29日）＠JARMeC
　 ◆「診療現場におけるコンプライアンスとインフォームドコンセント」
　　（岩上悦子 日本大学医学部、中森あづさ 獣医師カウンセラー）

※セミナーの日程、演題は変更される場合がございます。ホームページでご確認下さい。

JARMeC業績発表　2011年4月～2011年12月

獣医麻酔外科学会/日本獣医循環器学会/日本獣医画像診断学会
（6月11日12日 埼玉）
　・教育講演：腹部のCT撮影技術（夏堀）
　・消化管間質細胞腫瘍（GIST）と診断された犬の臨床的特徴につ 
　  いての検討（市川）
　・背側椎弓切除術と脊椎固定術を行った胸腰椎骨折・脱臼・亜脱
　  臼の16例における回顧的研究（稲垣）
　・肝外胆管閉塞を引き起こした38症例についての検討（山崎）
　・口腔内より刺入した棒状異物により頚髄障害を生じた猫の１例
　  （松葉）
　・多相CT撮影を実施した腎・尿管腫瘍の一例（坂大）
　・感染徴候を呈した犬糸状虫症の猫7例（星）

獣医神経病学会（6月25日）
　・急性四肢不全麻痺を呈したミニチュアシュナウザーの一例
　  (桑原)

獣医がん学会（7月9・10日 麻布大）
　・教育講演：画像診断学（夏堀）

沖縄県獣医師会（7月30・31日 那覇市）
　・教育講演：画像診断学（夏堀）

静岡県獣医師会開業部会講習会―JARMeCにおける治療戦略
（8月21日 静岡）
　・PETCTを用いた癌検診と悪性黒色腫に対する細胞免疫療法
　  （小野）
　・胆嚢粘液嚢腫（山崎）
　・嘔吐と吐出からみる消化器疾患（遠藤）
　・口腔内腫瘤（冨永）

日本小動物獣医学会・関東/東京（9月11日 日大）
　・術後化学療法が奏功した消化管肥満細胞腫の犬の1例（山下）
　・猫の椎間板ヘルニアの8症例（中畑）

五月会 （11月6日 九州）
　・動物眼科疾患の診断と治療(外眼部、角結膜領域) （福島）

動物臨床医学会（11月18日～20日 大阪）
　・犬の組織球性肉腫51例における回顧的研究（山下）
　・腰背部に発生した巨細胞性線維肉腫の猫の1例（冨永）

　・放射線療法を実施した先端巨大症の猫の1例（菅井）
　・FDG PET/CTがん検診にて発見された多発性骨髄腫の
　  犬の一例（坂大）
　・十二指腸潰瘍により消化管出血および消化管閉塞を呈した
　  犬の1例（山崎）
　・バルーン拡張により治療した食道狭窄の猫の1例（遠藤）
　・Inflow occlusionによる開心術を実施した犬の三心房心の
　  １治験例（星）
　・「もしも、私の病院だったら」伴侶動物、ご家族、病院スタッフの
　  ためのホスピタリティーを考える（山下真）
　・理学療法について（山下真）

中部小動物臨床研究会（10月30日 名古屋）
　・鼻腔悪性黒色腫の1例（菅井）
　・感染徴候を呈した猫の犬糸状虫症（星）

2011 Cross Straits International Conference
of Companion Animal Medicine（11月15-16日 台湾）
　・招待講演：『小動物の心臓血管外科』(平尾)
　・招待講演：『小動物の放射線治療』（夏堀）

日本放射線腫瘍学会第24回学術大会（11月17-19日 神戸市）
　・パネリスト：動物における放射線治療の現状（夏堀）

けやき臨床研究会－DVD外科研修
　・胆嚢切除術（山崎）6月5日
　・椎間板ヘルニアに対する片側椎弓切除術（松永）8月7日
　・前立腺膿瘍に対する大網被覆術について（平尾）12月4日

獣医麻酔外科学会/日本獣医循環器学会/日本獣医画像診断学会
（12月3日・4日 名古屋国際会議場）
　・教育講演：横隔膜の外科疾患（平尾）
　・重症筋無力症を併発した胸腺腫のネコの1例（市川）
　・浅趾屈筋腱内方脱臼のウェルシュ.コーギーの一例（桑原）
　・会陰ヘルニアの整復術（山崎）
　・環椎軸椎不安定症と診断した36例における治療法による
　  予後比較（稲垣）
　・開心術を施行した犬の三心房心の１治験例（星）
　・ランチョンセミナー　猫のフィラリア症の最新知見
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　臨床症状

　肝性脳症症状(流涎、痙攣、異常行

動など)、肝不全症状(低血糖、低アル

ブミン血症、腹水など)、泌尿器症状

(血尿など)、非特異的症状(元気消失、

食欲低下、嘔吐、下痢など)、無症状な

ど様々であった。

　血液検査、尿検査、X線検査、腹部超

音波検査、食餌負荷試験(絶食12時

間および食後2時間)をスクリーニン

グ検査として行った。スクリーニング

検査にて先天性PSSが疑われた症

例に対して全身麻酔下でのCT造影検査を行った。

　CT造影検査の結果、シャント血管の走行パターンについて以下に分

類した。

①肝外シャント：32例、肝内シャント(左区画)：1例

②肝外シャントの走行パターン

左胃静脈－横隔静脈（11例）、右胃静脈－後大静脈（7例）、左胃静脈－奇

静脈（5例）、左右胃大網静脈－後大静脈（3例）、左胃静脈－後大静脈、右

胃静脈－横隔静脈、左右胃静脈－後大静脈、左結腸静脈－後大静脈、脾静

脈－後大静脈、脾静脈－奇静脈（各１例）

左胃静脈－横隔静脈のＣＴ画像

シャント血管走行タイプ

左胃静脈-横隔静脈

右胃静脈-後大静脈

左胃静脈-奇静脈

右(左)胃大網静脈-後大静脈

右(左)胃静脈-後大静脈

右胃静脈-横隔静脈

肝内シャント

左胃静脈-後大静脈

左結腸静脈-後大静脈

門脈-奇静脈(後大静脈欠損)

門脈-後大静脈
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　シャント血管の外科的閉鎖は、全例に対し、結紮糸を用いた結紮術を

行った。結紮に先立って、結紮前および仮遮断後の門脈造影、門脈圧測

定を行い、可能な場合には完全結紮を施した。

結紮後に門脈高血圧の可能性が疑われる場合

には部分結紮を施し、段階的にシャント血管

を閉鎖することとした。門脈高血圧発症の可

能性は、仮遮断時の門脈圧、全身動脈圧、膵臓

のチアノーゼ、消化管のチアノーゼおよび異常蠕動運動、肝内門脈枝の

発達の程度、などを総合的に評価することにより判断した。部分結紮を

施した症例に対しては2～4ヶ月後に再手術を行い、完全結紮を試み

た。また、全例に対し、肝臓の病理組織学的検査を同時に行った。

33例の手術における結紮方法は、
完全結紮 23例、部分結紮(2回目で完全結紮) 3例、部分結紮(2回目待機
中) 4例、部分結紮(2回目で完全結紮できず3回目待機中) 3例であった。
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